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（単位︓億円） （単位︓万円）

※平成28年度までは決算ベース，平成30年度は2⽉補正後(繰越明許費 ※平成28年度までは決算ベース，平成30年度は2⽉補正後(繰越明許費
を反映していない)，平成31年度は当初予算ベース を反映していない)，平成31年度は当初予算ベース

※満期⼀括積⽴⾦を除く ※平成28年度までは各年度末現在，平成30,31年度は平成30年12⽉末現在
 の登録⼈⼝
※満期⼀括積⽴⾦を除く

②市債残⾼の推移

◎満期⼀括積⽴⾦を含む全会計市債残⾼の推移 (億円) ◎市⺠⼀⼈当たり市債残⾼の推移（満期⼀括積⽴⾦を含む全会計） (万円)
H26 H28 H30 H31

⾦額 27,092 24,934 24,508 24,098 23,436
H30 H31 年度 H16 H22 H24年度 H16 H22 H24 H26 H28

162 155 149 14622,905 22,498 ⾦額 200 174 168

市債残⾼の推移（全会計）

平成31年度末の満期⼀括積⽴⾦を除く全会計市債残⾼⾒込額から，国が償還額を全額地⽅交付税措置する臨時財政対策債の残⾼⾒込額を除いた額は，そのピーク時の平成16
年度末から8,711億円減少し，1兆6,404億円となります。また，その市⺠⼀⼈当たり市債残⾼⾒込額は，平成16年度末から約79万円減少し，約106万円となります。

平成31年度末残⾼の⾒込み
● ⼀般会計

約 1兆1,815億円（▲157億円）
● 特別会計

約 1,676億円（▲ 157億円）
● 企業会計

約 6,912億円（▲ 289億円）
◇満期⼀括積⽴⾦を除く全会計

約 2兆403億円 （▲ 603億円）
＜約 2兆2,498億円（▲ 407億円）＞

（ ）は平成30年度末残⾼⾒込みとの差
＜ ＞は満期⼀括積⽴⾦を含む185
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